
東日本大震災にかかる 

篠山市災害支援対策本部会議（第６回）報告書 

 

と き 平成２３年５月１３日 

 午後４時００分から 

ところ 本庁舎 ３０１ 

 

 第６回の篠山市災害支援対策本部会議について、下記のとおりです。 

 

 

１ 新しい支援策について 
（１） 「篠山らしさ」を活かした被災者受け入れ支援について 

他市町が実施していない「篠山らしい」受け入れ支援策を、今後各部署で

検討する旨指示があった。例えば、農都を活かし、農業をしながら短期的に、

若しくは長期的に、被災者の方の受け入れを行うなどが考えられる。 

 

 

（２） 「篠山らしさ」を活かした支援物資の搬送について 
篠山らしさを活かし、お米など数品目に限って、主に南三陸町を中心に、被

災地のニーズを確認して進めていく。秋の収穫以降の米を中心として搬送、ま

た、それまでに必要であれば搬送することも視野に入れて計画する。 

また、現地へ派遣している職員から、現地の情報を収集して物資搬送にいか

したい。 



東日本大震災にかかる 
篠山市災害支援対策本部会議次第（第６回） 

と き 平成２３年５月１３日 

       午後４時００分から 

ところ 本庁舎 ３０１ 

１． 報告事項 

（１） 職員派遣について････資料 1 

4 月 30 日以降の派遣については別紙のとおり  

（２） 市内避難者の実態について(5 月 13 日 正午現在) 

  市内への避難者はこれまでに８名（現在も滞在中は 5 人） 

※いずれも被災者には該当しない。 

（３） 空き家・ホームステイ受け入れについて(4 月 28 日締め) 

ホームステイ受け入れ先  ４２件 ／空き家  ２３件 

（４） 東日本大震災復旧復興市民ネットワーク開催について････資料 2 

  5 月 9 日（月）第 1 回目を開催 別紙のとおり 

 

２． 協議事項 

（１） 新しい支援策について 

（ア） 「篠山らしさ」を活かした被災者受け入れ支援について 
 

 

 

（イ） 「篠山らしさ」を活かした支援物資の搬送について 
 

 

 

３． その他 

 

４． 今後の対応 

（１） 職員派遣について････資料 1 

５月１３日以降の派遣については別紙のとおり 

（２） 東日本大震災復旧復興市民ネットワークの開催について 

第２回は、５月２５日(水)、市民センターにて開催予定 

 
配付資料 

資料１ 職員派遣一覧 

資料２ 市民ネットワーク開催報告書 

資料３ 篠山市災害支援対策本部事務分掌 



被災地支援職員派遣実績・派遣予定表（４月２８日以降派遣分）

平成２３年５月１３日現在

28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

（第６次） （第８次） （第１０次） （第１２次） （第１４次）

（第６次） （第８次） （第１０次） （第１２次） (第１４次）

　　南三陸町 （第７次） （第９次） （第１１次） （第１３次）

（第７次） （第９次） （第１１次） (第１３次）

※派遣期間については、被災地への往復の日数（前後各１日）を含む。

家屋被害認定士派遣
　　多賀城市

関西広域連合派遣
【市町業務支援】

給水派遣
　　岩手県
　　陸前高田市

保健師派遣
　　南三陸町

４月 ５月 ６月

部  署  名

派遣実績 派遣予定

資料.１



第1回篠山市東日本大震災復旧復興を支援する市民ネットワークの開催報告 

と き  平成 23 年 5 月９日（月） 午後２時～ 

ところ  篠山市役所 第２庁舎 ２－３０１会議室 

１． 開  会 

今回の大震災は、非常に被災の規模が大きく、復旧復興も時間がかかるもの

と考えられ、無理のない息の長い心のこもった支援が出来る方法を考えていき

たい。 

２． 自己紹介 

各参加者から活動経歴なども含めて自己紹介をいただく。 

 

３． 災害支援に関する報告 

・篠山市の行政としての支援の概要を報告 

・保健師として派遣した職員からの報告 

・仮設住宅の建設設計に従事した職員からの報告 

・市長被災地訪問の報告 

 

４． 意見交換 

～今後の東日本大震災の支援に向けて～ 

参加者から、今後の支援のあり方など幅広く意見交換を行った。 

《主な意見》 

・被災地への支援のため経費を集める支援金の募金なども必要ではないか。 

・被災地へ物資を送るための協力金を、バッジを作成して集めている。 

・岩手県などに物資を個人的に送っているが、社会福祉協議会などでとりまと

めをしてもらえれば助かる。 

・被災された方で他都市への永住希望者にも対応していければと思う。 

・市民ボランティアとして派遣される方は、現地のニーズや意見なども聞いて

きてほしい。 

・被災地の方々のお気持ちを知るためにどんなことが出来るだろうか。など 

 

５． その他 

次回は、５月下旬ごろに開催予定。 

 

６． 閉会 

 

※閉会後、参加された方々が、個々に、名刺交換や情報交換などを行われ、今

後の支援のあり方について、意見を交わされていました。 
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篠山市東日本大震災復旧復興を支援する市民ネットワーク名簿
（平成２３年５月９日、順不同）

no 団体 役職 氏名 これまでの活動 備考

1 藤原　美克 義援金募金活動

2 篠山市社会福祉協議会
ボランティアコー
ディネーター

中田　絵理

3 毛利　敏治

4 森口　久 募金活動

5 社団法人篠山青年会議所 理事長 酒井　一行
義援金募金活動、支援物資
の送付、炊き出し作業

6 社団法人篠山青年会議所 専務理事 中島　徹
義援金募金活動、支援物資
の送付、炊き出し作業

7 ささやま市民防災塾実行委員会 田中　忠司

8 藤本　健

9 篠山市商工会青年部篠山支部 支部長 西村　輝幸

10 篠山市商工会青年部篠山支部 副支部長 小林　信通

11 篠山市商工会青年部篠山支部 副支部長 田中　康則

12 川井　啓司

13 篠山市自治会長会 会長 辻　乙夫

14 関西岩手県人会 中西　文枝
義援金募金活動、被災地の
子供に本を送る活動

15 多紀ライオンズクラブ
市内ライオンズクラ
ブ代表

高山　泰造
義援金募金活動、メガネの
救援物資活動など

16 いのちのうた 代表 山中　信彦

17
兵庫医科大学ささやま医療セン
ター支援グループ　ささゆり

松本　正義

18 市民プラザ 小畠　政行

19 大須賀　丕出子

20 被災地に本を送ろうプロジェクト 代表 阿納　博

21 篠山市市議会議員 吉田　浩明

22 篠山市市議会議員 本荘　賀寿美

23 篠山市総務部 部長 植村　富明

24 篠山市総務部 次長 澤　輝義

事務局

no 団体 役職 氏名

総務部総務課 課長 細見　正浩

総務部総務課防災係 係長 酒井　直隆

総務部総務課防災係 主査 酒井　正幸

備考

 



篠山市災害支援対策本部事務分掌 

部 班 業務 

災害支援対策本部 本部長：市長 

副本部長：副市長

教育長 

部員：各部長 

・災害支援対策全般の総合調整及び政策決定 
 

災害対策本部幹事会 会長：総務部次長 

会員：各部次長 

・ 災害支援対策全般の総合事務調整 
・ 避難者支援にかかる政策立案 

各部共通業務  ・ 被災地の人的・物的支援 
・ 各部横断的な相互応援態勢 

総括班（総務課） ・被災地支援全般に対する事項について、各部各班

へ対策指示を行う 
総括補助班（管財契

約課、議会事務局、

監査･公平事務局） 

・総括班が行う、被災地支援全般に対する事項につ

いて補助を行う 

人事調整班（職員

課） 

・被災地への人的派遣の総合調整全般 

総括部 

（総務部） 

家屋調査班（課税

課、収税課） 

・被災地での家屋被害調査の全般 

支援政策班（企画

課、秘書課） 

・避難民を受け入れる家屋･空き屋などの住居対策

ほか支援政策立案に関する全般 
支援政策部 

（政策部） 

財務班（行政経営

課） 

・災害支援対策費用にかかる全般 

避難者登録班（市

民課） 

・市内避難者の実態把握・登録作業全般 

消防衛生班（生活

課） 

・被災地への消防団の派遣、遺体の火葬 
・災害ごみ、がれきの収集・運搬 
・災害時要援護者対策（在住外国人） 

市民広報班（市民

協働課） 

・市広報誌、新聞等による市民、メディアへの広報

全般 
・ＮＰＯ、市民団体との支援対策の総合調整全般 

生活衛生部 

（市民生活部） 

物資配給班（人権

推進課、会計課） 

・ 被災地へ提供する物資収集・搬送業務全般 
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部 班 業務 

福祉救護班（福祉

総務課） 

・義援金全般 

要援護者班（地域

福祉課） 

・災害時要援護者対策全般、避難民生活支援策の全

般 

福祉救護部 

（保健福祉部） 

救護班（医療保険

課、健康課、診療

所） 

・避難民への健康相談、こころのケア全般 

建設土木部 

（まちづくり部） 

公共土木復旧班

（地域計画課、地

域整備課、景観室） 

・ 被災地の公共土木復旧のための人的・物的支援 
 

産業土木部 

（農都創造部） 

農林土木復旧班

（農都創造課） 

・ 被災地の農林土木復旧のための人的・物的支援 
 

商工観光部 

（企業振興部） 

商工観光班（観光

課、企業振興課） 

・ 避難民の雇用全般 
 

上下水道部 

（上下水道部） 

上下水道班 ・ 被災地の上下水道復旧のための人的・物的支援 
・ 被災地でのし尿収集・運搬 
 

消防救助部 

（消防本部） 

消防救助班（消防

署、管理課、予防

課、警防課） 

・緊急消防援助隊全般 

避難教育部 

（教育委員会） 

避難教育班 避難民の受け入れ、避難所の設置運営全般 
保育所・幼稚園、小中学校等への児童生徒等の就学

支援 
 


